
医師の働き方改革について 資料５

○医師に対する時間外労働の上限規制の適用開始（令和６年４月１日）に向け、医療法の改正や、医師の働き方改革の推進に関す
る検討会での制度詳細の検討など、法整備・検討が進んでいる。

○医師に対する時間外労働の上限規制の適用開始が迫る中、特例水準の適用を申請予定の病院においては、申請に向けた準備（労
働時間の適正管理、医師労働時間短縮計画案の作成、医療機関勤務環境評価センターによる評価の受審）を行う必要があり、また、
その他の病院においては、時間外・休日労働が、上限960時間を超える医師がいないよう、適切な労働時間管理を早急に行ってい
く必要がある。

※米沢市立病院：院内に設置した働き方改革推進委員会で検討中のため、
上記に記載なし

※ 県内全67病院を対象に、令和3年7月に指定申請の意向調査を実施。
（回答率100％）

地域医療提供体制の確保の観点からやむを得ず医療機関で診療に従事
する勤務医の時間外労働の上限水準を超えざるを得ない場合の水準

（Ｂ水準）
・山形大学医学部附属病院 ・県立中央病院
・山形市立病院済生館 ・県立河北病院
・北村山公立病院 ・県立新庄病院
・公立置賜総合病院 ・鶴岡市立荘内病院

（連携Ｂ水準）
※自病院のみでは960hを超えないが、派遣により960hを超える場合

・山形大学医学部附属病院

一定の期間集中的に技能向上のための診療を必要とする医師のための水準

（Ｃ－１水準）※臨床研修医・専攻医対象
・山形大学医学部附属病院 ・鶴岡市立荘内病院

（Ｃ－２水準）
※医籍登録後の臨床従事６年目以降の者が、高度技能の育成が公益上必要
な分野について、指定された医療機関で診療に従事する際に適用

・意向病院なし

地域医療確保暫定特例水準

＜集中的技能向上水準（Ｃ水準）＞
各医療機関で必要な対応

良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するため
の医療法等の一部を改正する法律
（令和3年5月28日公布、令和6年4月1日に向け段階的に施行）

＜改正の概要＞

医師に対する時間外労働の上限規制の適用開始（令和6年4月1日）に
向け、次の措置を講じる 。

・ 勤務する医師が長時間労働となる医療機関における医師労働時間
短縮計画の作成

・ 地域医療の確保や集中的な研修実施の観点から、やむを得ず高い
上限時間を適用する医療機関を都道府県知事が指定する制度の創設

・ 当該医療機関における健康確保措置（面接指導、連続勤務時間
制限、勤務間インターバル規制等）の実施 等

医療法の改正 特例水準の申請意向病院

対象 対応必要項目 時期

全医療機関
自院で勤務する医師の労働時間の適正把握
（副業・兼業、宿日直、研鑽）

実施中
(未実施
の場合
直ちに
実施）

960時間超
医師がいる
医療機関

時間外・休日労働短縮に向けた取組みの実施
（医師労働時間短縮計画（～R6.3）の策定：
努力義務）

B・C
水準を
申請
する
医療
機関

医師労働時間短縮計画（R6.4～）案の策定 R3～

上記計画、取組み状況等について、
医療機関勤務環境評価センターの評価を受審

R4,5

上記により評価を受けた後、県に指定を申請
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